
秋も深まってきました。みなさんは最近どんな本を読んでい
らっしゃるでしょうか。

私自身は毎晩、5歳児、3歳児と一緒に、絵本を読みながら眠
りにつくというルーティンがここ数年続いています。一緒に読
む絵本の中で、子どもたちが大好きなのが五味太郎さんの
『質問絵本』です。

『質問絵本』には、質問が15問。

「男の子がごちゃごちゃおりますが、さて、将来すごく出世し
そうな子はどの子でしょうか？そしてその理由は？」

「ごらんのとおりの海です。さて、いちばん楽しんでいる人は
どの人かしら？いちばんつらい思いをしているのはどのひと
かしら？」

五味さん独特の温かい絵とともに、正解のない質問が各ペー
ジに一つずつ書かれています。

子どもたちは、いつも楽しそうに自分なりの答えを教えてくれ
ます。質問によって、毎回同じ答えになる質問もあれば、毎回
答えと理由が変わる質問もあります。

時折、子どもたちから「ママはどう思う？」と聞かれて答え
ると、

「前と同じ！」

とよく突っ込まれます。私の答えは変わらないことが多く、
ワンパターンで絵本を見ている自分にハッとします。そし
て、自分の感じていることには目を向けずに外部基準に頼
り、正解を求めて考えている瞬間が多いことに気づかされ
ます。

エグゼクティブ・コーチングをしている中で、少し遠くに視線
をやりながら思い巡らすクライアントが多いのはこんな質問
です。

「あなたの会社は今どれぐらい華やいでいますか？」

「気分が乗っているのはどんな時ですか？」

「○○専務と話した後、体のどこにどんな感じがしますか？」

みなさんはいかがでしょうか？　こうしたことに目を向ける機
会はどのくらいありますか。

ICF（国際コーチング連盟）が定めるコーチとしてのコア・コ
ンピテンシーには、「感じていること」にまつわる項目が多く
あります。

▪�クライアントの感情、エネルギーの変化、非言語的な合図、
またはその他の行動に気付き認識し探索している

▪�クライアントの言葉、声のトーン、ボディランゲージからの
情報を統合し、伝えらえていること全体の意味を把握して
いる

▪�クライアントのテーマやパターンを見定めるために、一連
のセッションの中でクライアントの行動と感情の傾向に気
づいている

コーチングは、クライアントの行動や意識が変わることを目
的にしています。だからと言って、行動や意識ばかりをテーマ
にするわけではありません。行動や意識に大きな影響を与え
る「感じていること」についても問いかけます。

なぜ、コーチは「感じていること」を聞くのか

「感じていること」を聞く

株式会社コーチ・エィ　執行役員
国際コーチング連盟プロフェッショナル認定コーチ
（一財）生涯学習開発財団認定マスターコーチ

片桐 多佳子
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しかし、職場においてはどうでしょうか。行動に大きな影響を
与えるとわかっていながらも、自分や相手の「感情」をどこか
に置き去りにしたり、「仕事とは無関係だから」とあえて「感
じない」ようにさえしていないでしょうか。

とはいえ、この「感じていること」について聞くのは、言うほ
ど簡単ではありません。

「必要以上に感情が高ぶられたら収拾がつかなくなるのでは」

「自分にとって聞きたくないことがたくさん出てきたらどうし
よう」

といった不安や恐れを伴うものであることは言うまでもあり
ません。職場において感情を扱うのは、手間のかかる面倒く
さいこと、厄介なこと、さらには不適切だと捉える人も少なく
ないかもしれません。

中には、職場では不適切なので「飲みに連れて行ってガス抜
きさせよう」という手段で切り抜けてきた方もいらっしゃるか
もしれません。しかし「ガス抜き」という発想こそ、そもそも
感情が組織に与えるインパクトを、無意識であれ多くの人が
理解している証左と言えるのではないでしょうか。

これまで「感じていること」は、主に職場の外で扱われてきま
した。しかし、働き方が大きく変わりつつある中、もはやその
方法だけでは限界があります。

「感じていること」を聞くときに参考になるのが、冒頭の『質
問絵本』です。

第一に、『質問絵本』には正解が書かれたページがありません。

「あなたが自分が思うこと、感じることを何でも自由に表現し
ていい」「言うことが変わってもいい」という暗黙の合意があ
ります。相手とこの合意を確認してからスタートすると、それ
までの関係から少し前提を変えてコミュニケーションができ
るでしょう。

第二に、『質問絵本』にはクリエイティビティを刺激する「絵」
があります。

絵は、感じることをそのまま表現するための良い媒介になっ
ています。あなたと部下や誰かが話すとき、その場はお互い
に感じていることを自由に表現しやすい環境になっているで
しょうか。

私のクライアントで、自分の机の周りにユニークなグッズをた
くさん置いたり、オンラインミーテイングの背景を毎回変えた
りしてミーテイングに臨まれる社長がいます。無味乾燥とした
オンライン会議で、少しでも場を和ませ出席者が話をしやす
い環境にする狙いだそうです。

第三に、何と言っても、質問が面白いことです。

「わりと平気で失礼なことを言うのはどの先生でしょうか？」

「さて、これからおきるのはどんな事件でしょうか？」

答えてみたくなる質問ばかりで、だからこそ、子どもたちは何
度も「また読んでー！」とせがんできます。

あなたが部下や周囲にしている質問は、何度も答えたくなる
質問でしょうか。質問している自分も一緒になって考えたくな
る興味深い質問は、自然と相手を巻き込むパワーがあること
を、この本は体験させてくれました。

＊　＊　＊

さて、質問です。

あなたの身の回りで、自分が感じていることを、どうしてもあ
なたに聞いてほしいと思っている人は誰でしょうか？

【参考資料】

五味太郎作『質問絵本』ブロンズ社、2010年

【WEEKLY�GLOBAL�COACH�Vol.1048�2020年10月28日配信】

どうすれば「感じていること」を聞けるのか？

WEEKLY GLOBAL COACH 登録はこちらのURLまたは
QRコードよりご登録いただけます。

https://www.coacha.com/wgc/
東京都千代田区九段南2-1-30�TEL�03-3237- 8050
https://www.coacha.com

©�COACH�A�Co.,�Ltd.�All�rights�reserved.�本書の全部または一部の無断転載・複製を禁じます。


